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別紙様式１（高） 

 

令和５年度学校経営計画表  

 
１  学 校の 現況  
 

学校番号
 

７７  学校名  茨城県立下妻第一 高 等学校
 課程  全日制  学校長名  渡 邉  剛  

副校長名
 

生 井  秀 一  教 頭 名  涌 井  太 郎   事 務 (室 )長 名  佐 藤  房 雄  

教職員数
 
教諭  ４ ４  養護  

教諭  

１  

 

常勤  

講師  

２  

 

非常勤  

講師  

５  実習教諭，実習

講師，実習助手 

１  

 

事務職  

員  

４  

 

技術職

員等  

３  計  ６ ０  

 

生徒数
 

 

 

小学科  

 

１年  ２年  ３年  ４年  合計  合計クラス数  

男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  １ ９  

普通  科  1 3 0  1 1 0  1 1 6  1 2 0  1 4 7  1 3 0    3 9 3  3 6 0  

                                                      

 
２  目 指す 学校 像                                 
       

 校訓に掲げる校規五章及び綱領三徳目を踏まえ、地域社会の要請や生徒の実態に基づき、126年の歴史と伝統を継承しつつ、新たな校

風を確立し、社会に貢献できる知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな人材の育成を目指す。 

（１）高い理想と旺盛な探究心を持って学習に精励する生徒を育成する。 

（２）集団の規則を遵守し、確固たる責任感をもって自律的に行動する生徒を育成する。 

（３）心身を鍛練し、強靱不屈の精神をもって、不断に前進する生徒を育成する。 

（４）本校の伝統的精神を生かし、愛校心を持った全人的な生徒を育成する。 
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３  三 つの 方針 （ ス クー ル・ ポ リ シー ）  

「育成を目指す資質・能力に関する方針」

（グラデュエーション・ポリシー）  

校 訓 に 掲 げ る 校 規 五 章 及 び 綱 領 三 徳 目 を 踏 ま え 、 地 域 社 会 の 要 請 や

生 徒 の 実 態 に 基 づ き 、 １ ２ ６ 年 の 歴 史 と 伝 統 を 継 承 し つ つ 、 新 た な 校

風 を 確 立 し 、 社 会 に 貢 献 で き る 知 ・ 徳 ・ 体 の 調 和 の と れ た 人 間 性 豊 か

な 人 材 の 育 成  

（ １ ） 高 い 理 想 と 旺 盛 な 探 究 心 を 持 っ て 学 習 に 精 励 す る 生 徒  

（ ２ ） 集 団 の 規 則 を 遵 守 し 、 確 固 た る 責 任 感 を も っ て 自 律 的 に 行 動 す

る 生 徒  

（ ３ ） 心 身 を 鍛 錬 し 、 強 靭 不 屈 の 精 神 を も っ て 、 不 断 に 前 進 す る 生 徒  

（４）本校の伝統的精神を生かし、愛校心を持った全人的な生徒  

「教育課程の編成及び実施に関する方針」

（カリキュラム・ポリシー）  

（ １ ） 生 徒 が 能 動 的 学 習 者 と な る よ う な 、 教 育 内 容 の 充 実 と 指 導 方 法

の 工 夫 改 善  

（ ２ ） 生 徒 一 人 一 人 の 高 い レ ベ ル で の 進 路 希 望 の 実 現  

（ ３ ） 各 種 学 校 行 事 及 び 部 活 動 の 充 実  

（４）安全教育、健康教育、人権教育、心の教育、主権者教育、道徳教育、

情報モラル教育による豊かな人間性の育成  

「入学者の受入れに関する方針」  

（アドミッション・ポリシー）  

（ １ ） 本 学 の 学 び に 対 す る 興 味 関 心 が 旺 盛 で 、 深 く 探 究 し よ う と す る

強 い 意 欲 の あ る 生 徒  

（ ２ ） グ ロ ー バ ル 化 す る 社 会 の 様 々 な 事 象 に 関 心 が あ り 、 英 語 等 の 言

語 習 得 及 び 異 文 化 理 解 に 積 極 的 に か か わ ろ う と す る 生 徒  

（ ３ ） 自 分 の 進 路 実 現 に 向 か い 、 挫 折 や 失 敗 を 恐 れ ず 、 主 体 的 に 努 力

を 継 続 す る こ と が で き る 生 徒  

（４）学校行事、生徒会活動、部活動などにリーダーシップをもって積極的

に取り組む意欲のある生徒  
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４  現 状分 析と 課 題 （数 量的 な 分 析を 含む 。 ）  
 

項目 現状分析 課題 

学習指導 

 

 

 

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、学校全体で授業改

善に取り組んでいる。昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受

け、取組がかなり制限された。学校評価生徒アンケートでは約60％の

生徒が「授業がわかりやすい」と回答している。 

また、生徒には能動的に学習する姿勢を求めている。生徒アンケー

トでは約60％の生徒が能動的に学習していると回答している。 

生徒アンケートにより、生徒の意欲を引き出す学習指導が求められている。「

探究的な学び」の視点（課題解決型学習・プロジェクトベースドラーニング）で

、「授業改善と学習評価の充実」に取り組み、結果として主体的に学習に取り組

む姿勢が育っていくことが理想であろう。教育効果を上げるためにＩＣＴツール

を活用した学習活動の研究は引き続き推進していかなくてはいけない。 

進路指導 

  

進学実績は、今年度入試における国公立大学合格者数が東京大、京

都大、東北大、名古屋大各1名、筑波大8名、国際教養大、などを含む

154名であった。私立大学に関しても早稲田大2名、東京理科大6名、G

MARCH＋関関同立が42名など、着実な成果を収めている。また現役生

が合格した国公立大学に進学する割合も87.7％ときわめて高く、「進

学を前提とした受験指導」が実現されている。「光プロジェクト」に

関しては、参加者による事業評価の肯定的回答が95％を超えていた。

「総合的な探究の時間」における活動が軌道に乗り、成果発表会や報

告書の作成など充実した成果をあげたことも特筆すべきである。 

生徒個々の将来に向けた自己実現を図るため、面談等を活用して生徒の実態や

進路希望の把握に努める必要がある。また新教育課程や新入試はもとより、大学

・研究機関・企業等が注力している新しい学問分野についての研究を深め、それ

らの動向に即応した学習活動・学習指導のあり方を追究する必要がある。同時に

、生徒の基礎学力の向上を図ることはもちろん、思考力・判断力・表現力の錬磨

や、探究的活動の更なる強化・充実にも注力することが肝要である。また、光プ

ロジェクトに対する保護者・生徒の参加率および認知度を向上させることが必要

である。 

生徒指導  

 

大部分の生徒は社会の一員としての責任やマナーを身に付けてお

り生徒指導上の問題は少ないが、一部に規範意識に対する認識の甘さ

から他人に対して迷惑をかける生徒がいる。 

 

社会生活における規範意識の意義を十分に認識させ、それに基づいた行動を、

 生徒たちが自ら考え、 実践できる力を身につける必要がある。 

いじめの未然防止を図るためにも早期発見、早期解消に向けたさらなる取り組

みの必要がある。 

特別活動  

 

 

部活動加入率が90％を超える中、多くの生徒は文武不岐を実践し、

部活動や生徒会活動にも積極的に参加している。反面、生活リズムが

うまく切り替えられず学習と部活動が両立できない生徒も見られる。

 また、コロナにより、生徒行事や部活動において影響がでていたが

、自身の目標設定を変化させ実現するために努力する姿が見られた。 

学習と部活動の両立を実現するために、その支援体制を確立する必要がある。 

学校行事は、より自主性を重んじた計画実施を図る必要がある。 

 ボランティア活動への積極的参加を促したい。 

どのような環境におかれても、柔軟に対応できる創造力や思考力の育成を継続

していく必要がある。 

教職員の健康

管理 

働き方改革が進められている中、学級経営や進路指導等、年間を通

して多忙である。教職員の健康保持の観点からも、ＩＣＴ活用などを

通して、少しずつであるが校務の効率化を進めているところである。 

 生徒へのきめ細やかな指導の質を落とさず、さらに教員の働きがいを継続しな

がら、諸業務の効率化や組織の見直しを推進し、具体的な超過勤務の縮減を行っ

ていくこと。 
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５  中 期的 目標  

 

（１）生徒の資質・能力の育成のため、それに資する特色ある教育課程を編成するなどカリキュラム・マネジメントに努める。さらに

ＩＣＴを効果的に活用するなど、教科指導に関する教員研修をより効果的に実施し、教育内容の充実を図っていく。 

（２）探究的な学びの視点で、授業改善と学習評価の充実に取り組む。 

（３）生徒一人一人の高いレベルでの進路希望の実現を目指して、きめ細かな進路指導を展開する。 

（４）難関国公立大学や医学部医学科を目指す生徒に対して強力に支援する。 

（５）生徒が生き生きとした学校生活を送れるように、各種の学校行事及び部活動の充実を図り、愛校心を涵養するとともに、新たな

伝統の継承に努める。 

（６）安全教育・健康教育・人権教育・心の教育・主権者教育・道徳教育・情報モラル教育を関連させながら実施することにより、生

徒の内面的な充実を図るとともに、非認知能力の育成を積極的に行うことで豊かな人間性を育成する。 

（７）生徒へのきめ細やかな指導の質を落とすことなく、教職員の健康保持の観点からも学校全体で働き方改革を推進する。 

 【数値目標】 

  ① 東京大学、京都大学への毎年合格を含む、国公立大学の現役合格者140名以上を目指す。 

  ② 難関国公立大学(筑波大学を含む)の現役合格者30名以上、医学部医学科の現役合格者３名以上を目指す。 

  ③ 部活動加入率90％以上を継続する。 

  ④ 茨城県高等学校総合体育大会、男女ともに10位以内を目指す。 

  ⑤ ３年間の皆勤者70名以上を目指す。 

  ⑥ 校則違反者０名を目指す。 

  ⑦ 超過勤務の上限について、原則として１ヶ月４５時間、１年について３６０時間を目標とする。 
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６  本 年度 の重 点 目 標  

重点項目 重点目標 

探究的な学びの推進 ① 自ら考え、他と協働しながら、問題解決に向かって行動できる生徒の育成を目指す。 

授業改善による学力の向

上と進路指導の充実 

 

 

② 確かな学力（知識及び技能、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む態度）をバランス良く育成するため、主

体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業力向上（授業改善）を推進し、魅力ある授業を実施し、「授業満足度」の平均

値3.0以上を目指す 

③ 指導と評価の一体化（観点別評価の充実）を実施する。また、新教育課程や新入試はもとより、大学・研究機関・企業等 

が導入している新しい学問分野についての研究を更に深め、それらの動向に即応した指導のあり方を追究していく。 

④ ICT（１人１台端末等）の活用により、協働的・探究的な学びを推進するとともに、個に応じた柔軟かつ多様な指導を充実

させる。さらに、習熟度別授業を取り入れ、理解が不十分な生徒への対策を強化する。 

特別活動の活性化と健全

な心身の育成 

⑤ ホームルーム活動や学校行事、部活動等への積極的な参加を通して、強い精神力や協調性、自主自律の精神を育む等健全

な心身の育成を図る。またキャリア・パスポートの活用を推進し、生徒が自ら活動を振り返り、検証する姿勢を育てる。 

⑥ 学校行事の改善充実を図るとともに、生徒の自主的活動を支援していく。 

⑦ 茨城県および本校の部活動運営方針に則り部活動の活性化を推進し、１年生の部活動加入率90％以上を維持する。 

⑧ 外部指導者の活用や指導者講習会等への積極的な参加を奨励し、生徒の安全面・健康面に配慮しながら指導力向上を図り

全国大会など県外大会出場を目指す。 

人間尊重の精神の涵養と

規律ある生活習慣の確立 

⑨ 自律の精神や自己指導能力の育成を図り、相手の立場に立って考え、行動できる人間の育成に努める。 

⑩ 規範意識の高揚を図ると共に、制服の正しい着用や礼儀正しい態度を育成し、校則違反者０名を目指す。 

⑪ 基本的生活習慣の確立に努め、各学年皆勤者100名以上を継続する。 

環境美化を通した心の教

育 

⑫ 清掃活動の徹底を図り、環境美化に対して主体的活動ができる態度の養成に努める。 

広報活動の推進と地域と

の連携強化 

⑬ ホームページや学校パンフレット等を活用し、積極的な情報発信を行い、「開かれた学校づくり」に努める。 

⑭ ボランティア活動への積極的な参加を推進し、地域との連携強化を図る。 

⑮ 学校説明会の充実に努めると共に、小学校・中学校・学習塾等への訪問を効果的に実施する。 

⑯ 学校評議員会、ＰＴＡ、同窓会等との連携を強化し、情報の公開に努める。 

いじめの未然防止、早期

発見、早期解消の確立 

⑰ 授業やＨＲ活動などあらゆる教育活動を通して、豊かな情操と道徳心を培い、心の通う対人交流能力を養うことで、いじ

めを生まない環境を作る。さらに生徒のささいな変化（違和感）を見逃さないよう、生徒をよく観察するとともに、定期的

な個別面談を実施し、教職員と相談しやすい関係の構築に努める。 

⑱ 生徒の命を守るため、いじめ等の事案に対しては校内連携（複数対応）を図り家庭との連絡を密にする。また、必要に応

じてスクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー・外部機関等とも連携をしていく。 

⑲ 情報モラル教育を推進し、ＳＮＳ等を通じて行われるいじめの早期発見に努める。 

教職員の健康保持 ⑳ 諸業務の効率化を推進し、それぞれの立場で小さな改善を積み重ねる。 
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 「世界に輝け 為櫻学園『光』プロジェクト」について 

・「文武不岐」の実践の中で、知・徳・体のバランスのとれた人間性豊かな人材の育成 

・地域社会、国内はもちろん世界にも視野を広げ、地域社会、国内の各界、国際社会に貢献できる人材の育成 

 

１ 為櫻グローバルプログラム 

       国際的な視野に立って考え、行動できる力をつける。 

    ２ 難関大学進学支援「東大倶楽部」 

       難関大学合格を目指し、そのモチベーションと学力を高める。 

    ３ 医学部医学科進学支援 

       医療の現状と医師の使命について学ぶとともに、医学科進学への力をつける。 

    ４ 教育学部系進学支援 

       小・中・特別支援学校、大学、教育委員会との連携による研究会を通して、教師を目指す生徒を支援する。 

    ５ 部活動強化支援 

       全国規模での活躍を目指し、外部講師からより高いレベルでの専門的指導を受ける。 

    ６ 進路探究 

       生徒一人一人の主体的、かつ総合的なキャリア形成を目指す。 

    ７ 地域探究 

       小・中・特別支援学校との交流や地域探究を通して地域との連携を考える。 


